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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　９月　２４日　（金）
司会者　　佐々木　美香　　記録　平間　茉莉
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・エンゼルセットは現在管理方法を見直し中です。その為、病院には、東病棟のＳＧＭの部屋に1個と南病棟診察室に1個、合計2個あります。

　使用する時はそれを使用し、アズールに連絡して下さい。

・オーダリングに不定期発注が新たに出来ました。行事等で発注する際は、

　今後不定期発注から発注する事となります。使用方法は今後説明予定です。

・南病棟ＢユニットのPHS(146)ですが、故障し、破損伝票出しています。

　夜間緊急の際は病棟SGMのPHSを使用して下さい。

・10/1　防災訓練となります。病棟からは佐々木CW・久保NS・小笠原実希CWが参加する事となっています。また、緊急連絡網の日時も分からない状態で行う事となりますので

　電話番号の把握していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・瀬川　はな様～　臨時薬五日分処方。以後定期となります。

・吉田　寿雄様～　低血糖時予測指示(9/27～10/11)

＜中間報告＞

＜担当業務＞

退院調整

＜業務内容＞

患者様の介護保険の取得状況・介護度・期限の把握

施設入所申し込み状況の把握、家族への促し

＜中間業務報告＞

・カンファレンス内で患者様の評価を行い、施設入所申し込み状況や精神・認知症状(問題行動の有無等)の評価を行った。

・介護保険申請についての流れや、施設についての情報資料を作成した。

・カンファレンス内で、介護保険に関する勉強会の実施をおこなった。

・介護保険期限が近くなった担当スタッフへの連絡。

＜下期に向けての改善点及び行動計画＞

・引き続き、患者様の評価をカンファレンス内で行っていき、精神症状が落ち着いているようであれば、施設入所申し込み促していく。

・御家族への説明が皆行えるよう、介護保険に関する勉強会の実施(1回/月程度)。

・介護保険の更新があれば介護保険関連のファイルの更新も行っていく。

・谷内　愛子様～　介護度の確認、施設の検討促していきましょう。

・久保　清蔵様～　介護度の確認、施設の検討促していきましょう。

・前川原　勝美様～介護度の確認、施設の検討促していきましょう。

・村田　タカ様～　今後の行き先の検討促していきましょう。

・坂本　良雄様～　グループホームを勧めていきましょう。

・上舘　ユキ様～　現在南山苑のみ申し込みしています。他の施設も申し込みしていきましょう。

・中野　英男様～　介護保険等の申請促していきましょう。

　　　　　　　　　　

＜担当業務＞

環境整備　

＜業務内容＞

・病棟内の環境整備・美化を推進する。

ソファ-カバー・布巾の汚れ・清掃状況の確認(表作成：担当者決め印)

・病室の整理･整頓

・観葉植物の管理

・療養環境の機能・設備管理　　環境整備も計画的に実施(計画表作成し確認印を押す)

・温度管理～入力状況の確認→毎日

・補修箇所の有無点検→月1回　(第1月曜日　表作成：担当者決め印)

補修箇所のあった場合→申し送りノートに記載しておく…環境整備担当者で処理

・各ユニット詰所内・ジェットタオルの清掃

・介護訓練室の清掃・トイレ掃除

・掃除用具置き場の整理・整頓・清掃(1F・2F)

・環境整備予定表（毎月）の見直し・検討→15日～20日にSGMへ提出

・ホール内の椅子・テーブルの拭き掃除

＜中間業務報告＞

・上記業務内容を実施している。病棟全スタッフの環境整備についての意識向上が図れ、患者様や面会に来られた御家族様に清潔な場所を提供出来たと思われる。改善案や見直し内容は、随時組込み、見直し・検討して実施している。

＜下期に向けての改善点及び行動計画＞

・上記中間報告の内容の継続

・清掃時（カーペット・浴室タイル・部屋の汚れ等）の洗剤を検討し合った物品を使用する

・上期項目の継続・維持と定期的な見直し

＜担当業務＞

日用品発注（病棟・患者様の使用物品）

＜業務内容＞

・オムツ使用後処理及び入浴後汚れ衣類を処理する際のダスロール発注

・オーダリングでの日用品発注の見直し検討(節約)

・ＣＤユニット患者様の入浴用品の発注（シャンプー・入浴石鹸等）

＜中間業務報告＞

・ダスロールの使用枚数を週ごとに確認（状況に応じた使用の有無）し、不足のないように努めた。昨年度同様に、ダスロールＢＯＸに１日あたりに使用する枚数を小分けにし日付を付けて準備している。昨年度での見直し・実施で、スタッフ全員把握し、意識向上が図られている事も一つの要因となり、スムーズに使用・管理出来ている。

・ダスロール発注について、今年度は患者様とご家族様に入院費に加算、又はカードより精算としていただくように説明し了承をしていただき購入している。(家族事情により病院での発注ができない患者様に関しては、現在受け持ちスタッフと連携し理解を得られるよう取り組んでいる。)

1F

オムツ使用後処理・汚染寝具ダスロール・・・半月に１本　→現在も継続中

日用品ゴミ処理ダスロール・・・1ヶ月に１本（約３日に１枚）→現在も継続中

2F

オムツ使用後処理ダスロール(日用品ゴミ処理ダスロール含む)・・・1ヶ月に２１本【1日7枚(深夜・日勤・準夜)】

★処理量が多くなっていることから、1日7枚から１本(10枚)に増量している。

汚染寝具・衣類処理ダスロール・入浴時衣類更衣処理ダスロール(1Fも含む)・・・１ヶ月に４本( 1週間に1本) 

★処理量が多くなっていることから、１ヶ月に４本( 1週間に1本)から１ヶ月に８本( 1週間に２本)に増量している。・・・1ヶ月に６本（１日2枚）

・スタッフが日用品を使用する際の意識向上が徐々に浸透し、使用予定本数内での使用

ができている。今現在は、患者様とご家族様に入院費に加算、又はカードより精算としていただくように説明し了承をしていただき購入している為、昨年度のように1ヶ月ごとの発注ではなく5～6ヶ月ごとの私物発注で不足のないよう使用することが出来る状況である。

・オーダリングでの日用品発注においては、

粉石鹸　　　　　→洗剤の使い方の見直し・・計量スプーンへの変更、計量時の量を記載し実施。

ハイター類　　　　そのことにより、徐々に意識付けへ繋がっている。　　　　　　　　　　　　

・トイレットペーパーの発注について

今までは、患者様の要求に応じ渡していたこと・スタッフも量を考えることなく、発注していた為、発注量の増加へ繋がったと思われる。

1日の使用量を確認・検討し、発注個数限度を決め実施。患者様にも節約の説明をし、協力して頂けた。→実施当初は、患者様より不平・不満の声が聞かれていたが、徐々に浸透し現在は、節約に協力して頂いている。

・ディスポ・ハンドソープの発注について

全スタッフ、感染予防の為の意識向上から発注量が多くなっている。

(入浴・オムツ交換・汚染寝具、衣類処理等)

病棟スタッフの節約についての周知徹底・意識向上は図れている。改善案や見直し内容があった場合は、カンファレンス等にて随時見直しや検討を重ねている。

・入浴使用物品に関して

昨年度同様、患者様にあった洗剤を使用できるよう、コスト面や物品管理を入浴担当スタッフと連携し、患者様に合った物品を提供できるよう努めている。また、物品管理についてはスタッフで清潔に管理できるよう促しながら全スタッフで声を掛け合い、一緒に物品の整理を実施している。

現在は患者様にあった物を提供しており、御家族様、全スタッフの協力により、しっかりと物品管理を行っている。改善案があった場合は、カンファレンス等にて随時見直し・検討し実施している。

＜下期に向けての改善点及び行動計画＞

・上記中間報告の内容の継続

・転入患者様が来られた時の発注内容確認と処理

オムツ処理や衣類更衣に伴うダスロール量の増加に伴い、下半期は発熱者・感染症に伴う処理（予防衣、リネン、更衣衣類の処理など）に使用するダスロール量の増加が予想される為、不足する事が無い様に定期的に確認し、必要準備量の見直しを図り改善案があった場合は、カンファレンス等にて随時見直し・検討し実施していく。

・入浴使用物品に関しては、入浴担当スタッフと連携を図り、不足する事の無いよう発注をしていく。改善案があった場合は、カンファレンス等にて随時見直し・検討を重ねる。

















































